
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連 絡 先    201３年２月 10日号 

木村奉憲 22－8567、杉野 修 58－9010 

石田利春 52－7260、渡辺昌代 21－9058 

「日本共産党久喜市議団ブログ」更新中です 

 

日本共産党久喜市議団   №59 

市議団ニュース 
 

市
民
の
た
め
の
政
務
活
動
費
拡
大
へ 

 

 

 ２月１日、議会全体で取手市議会で 

「電子評決」を。越谷市では「参考人制

度の活用」と「議会の災害対策」を研修

してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前
号
で
も
掲
載
し
た
よ
う
に
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
政
務
活

動
費
（
政
務
調
査
費
の
範
囲
の
拡
大
）

の
使
途
基
準
や
政
務
活
動
費
の
金
額

等
に
つ
い
て
の
代
表
者
会
議
で
の
協

議
が
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
全
会

一
致
が
原
則
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
各
会
派
の
一
致
点
を
図

る
た
め
、
３
回
に
わ
た
る
協
議
を
く
り

か
え
し
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
政
務
調
査
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
（
案
）
の
項
目
で
は
調
査

研
究
費
、
研
修
費
、
広
報
費
、
広
聴
費
、

な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
件
費
（
会
派
が
行
う

活
動
を
補
助
す
る
職
員
を
雇
用
す
る

経
費
）
と
事
務
所
費
（
必
要
な
事
務
所

の
設
置
、
管
理
に
要
す
る
経
費
）
に
つ

い
て
は
、
盛
り
込
ま
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
（
共
産
党
と
政
策
会
議
が
項
目

の
除
外
を
主
張
）
。
な
お
、
使
途
基
準

の
明
細
に
つ
い
て
は
今
後
も
協
議
す

る
予
定
で
す
。 

 

ま
た
、
政
務
活
動
費
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
使
途
基
準
の
拡
大
に
伴
っ
て
こ

れ
ま
で
月
１
人
当
た
り
月
２
万
円
だ

っ
た
も
の
を 

飛
翔
が
月
４
万
円
、
政

策
会
議
３
万
、
公
明
党
４
万
円
、
共
産

党
は
従
来
と
同
額
の
２
万
円
を
当
初

主
張
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
３
万

円
を
透
明
性
や
公
開
を
し
っ
か
り
す

る
こ
と
と
併
せ
て
主
張
し
ま
し
た
。
全

会
派
の
一
致
で
は
３
万
円
と
す
る
こ

と
で
合
意
と
な
り
ま
し
た
。 

透
明
性
を
確
保
し
市
民
の
合
意
を 

こ
の
協
議
の
中
で
日
本
共
産
党
議

員
団
は
、
さ
ら
に
透
明
性
を
高
め
る
こ

と
、
市
民
の
合
意
を
得
る
た
め
ア
ン
ケ

ー
ト
や
パ
プ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
こ
と
、
活
動
費
の
内
容
を
市
民

に
現
在
よ
り
も
詳
し
く
公
開
す
る
な

ど
を
要
望
・
提
案
し
ま
し
た
。
な
お
、

政
務
活
動
費
の
調
査
は
、
市
の
監
査
委

員
と
外
部
の
委
員
（
会
計
士
な
ど
）
に

よ
り
行
い
、
今
ま
で
よ
り
客
観
性
、
透

明
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

               

生活保護基準の引き下げをしないことを求める意見書 

安倍内閣は２０１３年度政府予算案を１月２９日に閣議決定し、その中で生活

保護費について３年連続で大幅に引き下げることとしました。これは生活保護費

受給者の暮らしに直接打撃を与えるだけでなく、最低賃金や地方税の非課税基

準、就学援助の給付対象基準などに連動します。このため国民生活にも大きな影

響を及ぼし、とりわけ困窮する低所得者の負担が増大することになります。 

生活保護基準の引下げの中心は、日常生活になくてはならない食費や光熱費な

どの「生活扶助費」です。いまでも受給者は食費などをぎりぎりに抑え切り詰め

た生活を続けています。生活保護基準は憲法２５条が保障する「健康で文化的な

最低限度の生活」の基準であり、利用者の生活水準をさらに低下させ、人間らし

く生きる権利を奪うことにもつながります。 

今回の生活保護費のうち、食費など生活費に使う「生活扶助費」を今年８月か

ら段階的に減らし、２０１５年度以降、支給額を７４０億円削減しようとしてい

ます。削減幅は７・３％。生活扶助の基準額を６・５％引き下げることで６７０

億円、年末に支給される「期末一時扶助」を７０億円削減する予定です。厚生労

働省によると受給世帯の９６％で基準額が減る見通しで、とくに子育て世帯に大

きな打撃となります。以上のことから下記の点を求めます。 

１、 生活保護基準の引き下げをしないこと。 

以上地方自治法９９条の規定により意見書を提出する。 

                        久喜市議会 

 

生活保護基準の引き下げはしないで 

      広範な市民生活にも影響が！ 

やったァ 
川内選手 

自己最高タイム 

別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
は
３

日
、
大
分
市
高
崎
山
う
み
た
ま
ご

前
か
ら
大
分
市
営
陸
上
競
技
場
ま 

で
の
４
２
．
１
９
５
キ
ロ
で
行
わ

れ
、
公
務
員
ラ
ン
ナ
ー
の
川
内
優

輝
（
２
５
）
＝
埼
玉
県
庁
＝
が
ロ

ン
ド
ン
五
輪
代
表
の
中
本
健
太
郎

（
３
０
）
＝
安
川
電
機
＝
と
の
競

り
合
い
を
制
し
、
２
時
間
８
分
１

５
秒
の
大
会
新
記
録
で
優
勝
し
ま

し
た
。（
久
喜
市
・
鷲
宮
在
住
） 

 

議会全体視察に行きました 
（取手市、越谷市） 

強
行
日
程
の
中
、
優
勝
し
た
川
内
選
手 

取手市議会議場での研修 

採決結果を画面で表示 

費用は 

700万円 

定
数
削
減
案
が
大
会
派 

か
ら
出
さ
れ
る 

 

２
月
５
日
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
委
員

会
に
お
い
て
大
会
派
か
ら
議
員
定
数
を
削

減
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。「
飛
翔
」
か

ら
３０
人
「
政
策
会
議
」
か
ら
２８
人
の
案
。 

合
併
時
に
約
半
減
さ
せ
た
こ
と
で
市
民
か

ら
は
「
議
員
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
削
減
は
、

議
会
自
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
弱
め
る
こ

と
に
な
り
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

http://www.sponichi.co.jp/sports/news/2013/02/04/gazo/G20130204005120120.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

保
育
園
の
保
護
者
の
育
休
時
の
園
児
の 

対
応
に
つ
い
て 

保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
て
い
る
保
護
者 

が
、
第
二
子
以
降
で
育
休
を
取
っ
た
時
に
園
児

は
保
育
園
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

ま
ま
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
改
善
し
子
育
て
し

や
す
い
久
喜
市
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。 

② 

要
介
護
認
定
者
す
べ
て
に
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
を
自
動
的
に
発
行
す
る
こ
と 

③ 

さ
く
ら
保
育
園
の
新
園
舎
の
設
計
建
設

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

④ 

市
営
釣
り
場
の
改
善
に
つ
い
て 

 

久
喜
市
営
釣
り
場
の
経
営
状
態
は
年
々
悪

化
し
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。
利
用
客
の
減
少
対
策
に
つ
い
て
指
定

管
理
者
と
の
協
議
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
る
か
。
外
網
の
修
繕
、
堰
に
あ
る
網
の
修

繕
、
ブ
ル
ー
ギ
ル(

魚
の
名
前)

駆
除
を
し
っ

か
り
お
こ
な
う
べ
き 

⑤ 

清
久
工
業
団
地
周
辺
地
区
の
開
発
に
つ

い
て 

地
元
住
民
に
対
す
る
公
害
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

こ
の
周
辺
は
水
害
に
悩
ま
さ
れ
る
地
域
で

あ
る
。
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。 

 

                               

① 

社
会
保
障
と
税
の
「
一
体
改
革
」
と
生
活

保
護
制
度
の
後
退
に
つ
い
て 

 

生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
生
活

扶
助
、
医
療
扶
助
の
削
減 

 

生
活
保
護
の
給
付
費
減
に
よ
る
最
低
賃

金
制
度
、
就
学
援
助
へ
の
影
響 

 

削
減
に
よ
る
市
の
影
響
額
と
市
独
自
の

補
助
創
設
を 

② 

原
発
事
故
後
の
対
応
と
再
生
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を 

 

こ
れ
ま
で
要
求
し
て
き
た
食
材
検
査
、

通
学
路
測
定
、
除
染
基
準 

 

原
発
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
自
治
体
方
針

の
確
立
を 

 

再
生
可
能
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
針

と
計
画
を 

③ 

市
内
公
園
整
備
と
管
理
運
営
に
つ
い
て 

 

公
園
の
県
内
の
整
備
状
況
と
の
比
較
は 

 

整
備
拡
充
に
向
け
て
の
計
画
は 

 

公
園
の
植
栽
、
遊
具
な
ど
の
管
理
基
準

は 

④ 

生
活
関
連
道
路
の
整
備
と
側
溝
の
拡
充
を 

 

生
活
関
連
道
路
の
計
画
整
備
状
況
は 

 

側
溝
整
備
や
ふ
た
か
け
を 

 

① 

南
栗
橋
液
状
化
被
害
、
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て 

◆
地
盤
の
液
状
化
対
策
が
進
ま
な
い
中
、

固
定
資
産
税
の
減
免
は
継
続
が
必
要 

◆
再
液
状
化
防
止
対
策
を
前
に
進
め
る
に

は
宅
地
地
権
者
へ
更
な
る
支
援
が
必
要

と
考
え
る 

② 

爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
大
雪
が
降
っ

た
。
久
喜
市
の
除
雪
対
策
は 

◆
道
路
が
凍
結
し
危
険
箇
所
が
多
く
み
ら

れ
、
転
倒
す
る
な
ど
の
事
故
が
あ
い
つ
い

だ
。
機
敏
な
除
雪
と
除
雪
箇
所
を
大
幅
に
増

や
す
べ
き
と
考
え
る
。
市
の
対
策
は 

③ 

久
喜
市
公
共
交
通
、
再
編
に
向
け
利

便
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て 

◆
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
で
、
病
院
な
ど

エ
リ
ア
外
へ
の
運
行
を
実
施
し
て
い
る
事

例
が
あ
る
。
久
喜
市
も
検
討
す
べ
き 

④ 

日
光
街
道
宿
場
町
「
栗
橋
宿
」
を
活

か
し
た
ま
ち
興
し
に
つ
い
て 

⑤ 

県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
が
新
都
心

へ
移
転
す
る
。
現
在
地
に
残
す
機
能
に
つ

い
て
久
喜
市
の
対
応
は 

  

① 

学
校
給
食
に
つ
い
て
・
ア
レ
ル
ギ
ー
児
童

生
徒
の
「
誤
食
」
に
よ
る
事
故
防
止
を 

◆
小
中
学
校
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童

生
徒
の
実
態
把
握
を
正
確
に 

◆
「
誤
食
防
止
」
の
手
立
て
を 

な
ど 

② 

学
校
教
育
に
お
け
る
「
体
罰
」
防
止
に
つ

い
て 

◆
「
体
罰
」
に
対
す
る
認
識
を 

◆
勉
学
、
生
活
指
導
、
部
活
す
べ
て
の
分
野
で

の
体
罰
禁
止
の
徹
底
を 

 

な
ど 

③ 

久
喜
市
で
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
制
定
を 

◆
本
制
度
は
「
地
域
お
こ
し
」
の
効
果
大 

◆
他
市
で
の
経
済
効
果
な
ど
の
実
績
を
ど
う

評
価
す
る
か 

 
 
 
 
 

な
ど 

④ 

鷲
宮
地
域
の
大
雨
水
害
対
策
推
進
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
鷲
宮
団
地
で
の
冠
水
部
分
は
「
導
水
路
」 

で
青
毛
掘
川
に
「
落
し
込
み
」
を
で
き
な
い
か 

⑤ 

検
診
車
で
の
放
射
線
使
用
に
つ
い
て 

◆
診
療
放
射
線
の
取
り
扱
い
実
態
に
つ
い
て 

 

明
ら
か
に 

◆
ガ
ン
検
診
車
に
は
「
医
師
の
同
乗
」
が
必
要

で
は
な
い
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 

                               

一般質問を通告しました 
市民の願いを 

市政に 

石
田
と
し
は
る 

３
月
１
日 

 
 

２
番
目 

杉
野
お
さ
む 

 

２
月
２８
日 

 
 

４
番
目 

木
村
と
も
の
り 

２
月
２８
日 

 
 

２
番
目 

 

３
月
１
日 

 
 

３
番
目 

渡
辺
ま
さ
よ 

 
 

 

 

ゲリラ豪雨といわれる大雨で一帯

が冠水したわしみや団地の２街区 

インターネット中継されます・市のＨＰ 

『栗橋関所』模型・郷土資料館 

（資料館は鷲宮図書館の２階に
あります） 

 

清久大池の市営釣り場 

魚が釣れなくなっている 

植栽が繁茂しすぎて照明を隠して

しまっている古久喜公園 


